
環境目的及び目標一覧表 2020年

結果

1)防水用はﾕｰｻﾞｰへPR注力し、好評価か
ら順次商品化に向けて対応中。近々顧客
との実施工の予定。その他製品も複数ﾕｰ
ｻﾞｰとの掘り下げた共同検討の承諾まで
進展。次年度は各製品で上市～拡販へ更
に力を入れていく。

2)無溶剤系、水系共に中間時点の課題か
ら進展し、真冬の実機塗装を12月に実施
まで進めた。これでOKならば翌年から販
売見込でﾕｰｻﾞｰと合意。

3)屋根用水性はﾕｰｻﾞｰから商品化決定の
連絡を受け、最終的な作業性ﾁｪｯｸと商品
化準備へと進展中。次年度に安定上市と
拡販を注力する。工場塗装水性はﾕｰｻﾞｰ
との情報共有が甘く進展がやや停滞。12
月から巻き返しへ。

4)上記1）～3）の調整対応を優先し、4）は候
補品の実曝継続に終始した。

有機溶剤・PRTR物質 使
用削減   有害性の高い
(PRTR対象)有機溶剤 の

使用削減

有機溶剤・PRTR物質 使
用削減     有害性の高
い(PRTR対象)有機溶剤
の使用削減

水系塗料の販売４００ｔ/年

224.3トン(2020年度目標に対して達成率
70.09％）目標未達成
拡販予定の防水ユーザーへのテーマの進
捗が遅れた事とオバロンはアプローチ不
足や乾燥性の問題で伸びなかった

2)道路用遮熱環境対応塗料の開発

3)建材用環境対応塗料の開発

4)特殊機能性環境対応塗料の開発

営業部 水系塗料の販売320ｔ/年

全ての分野での水系塗料の開発
または無溶剤系塗料の開発

技術部

1)防水系土木用環境対応塗料の開
発

環境目的 2022度目標までの達成目標 担当部署 2020年度目標



廃塗料、廃原料の削減
2020年度は、1266kg/年に対し1280kg/年
の廃棄により未達成。

洗浄溶剤削減2017～2019年度平均
16.39kg/ｔの3％減15.9ｋｇ/ｔを目標に
取り組み上期結果12.99kg/ｔで目標達成

破損11件受取3件27%（目標の54%　未達
成）

リユ－ス転用2014～2016年通期平均実績
2456kg以上を維持する。結果2490ｋｇで
目標達成

－

15.11km/ℓ（2020年目標の100.7％)目

標達成

10200KWH(目標を15.3%オーバー)未達成

最大電力量を280kW/h以下を継続維持す
るを目標として進めてきましたが、1月
に289kw/Hの最大電力量としてしまい結
果未達ですが、年平均では268ｋｗ/ｈ

3958枚(目標の94%)達成

1905枚(目標の158%)前半で既に目標オー
バーも後半はメール活用で使用を抑えた

24(目標の96%) 目標未達

231(目標の115.5%) 目標達成

215(目標の107.5%) 目標達成

１．ITの推進（EDI25件）

３．納品書のメール化　全件 営業部 ３．納品書のメール化　200件

１．ITの推進（EDI30件） 営業部

２．請求書のメール化　全件 営業部 ２．請求書のメール化　200件

OA用紙使用2019年度1451枚から1000枚
へ（31%減）

営業部 OA用紙使用年1200枚へ

省資源活動

2019年度合計使用枚数（2950枚）
対比で5％削減（2800枚）

技術部
2,900枚　2%削減（2019年比）

2450枚 （2020年目標の84.5%）  目

標達成品質管理課

OA用紙使用2019年度4342枚から4000枚
へ（8%減）

総務部 OA用紙使用年4200枚へ

省エネルギーの実施「消
費電力の削減」

ガソリンの節約　15KM/L 営業部 ガソリンの節約　平均15KM/L

エアコンの温度設定管理　夏場28℃ 冬
場21℃　省エネタイプ機器へほぼ変更

本社 8849KWH(2016年度を維持)

最大電力量を280kW/ｈ以下を継続維持
する

製造部
最大電力量を280kW/ｈ以下を継続
維持する

漏れが無く、段積み可能な破損の
引取50%

一般廃棄物の削減

リュース転用2014～2016年通期平均実
績2456kg以上を維持する。

製造部
リュース転用2014～2016年通期平
均実績2456kg以上を維持する。

一般ゴミ廃棄量300Kg以下 総務部 －

産業廃棄物の削減

廃塗料、廃原料の削減
2019年度までの目標は、特別廃棄指示
により達成できなかったことから、
2022年度までの達成目標は2019年度で

製造部
廃塗料、廃原料の削減
2019年度目標の1266ｋｇ/年以下
を目標とする。

洗浄溶剤削減2017～2019年度平均
16.39kg/ｔの9％減を図る

製造部
洗浄溶剤削減2017～2019年度平均
16.39kg/ｔの3％減15.9ｋｇ/ｔを
目標に取り組む

輸送時の破損があった際、漏れが無い
場合は引き取ってもらう（30%）

総務部



４．受注請書のメール化　全件 18４(目標の108.2%) 目標達成

75.64% (目標の101% 達成)

23.9% (平均67件中16件 目標の39.8%

未達成）

４．受注請書のメール化　170件

仕入請求書の紙請求書の廃止(80%)
納品書の停止

総務部 仕入請求書データ化60%

営業部

発注のメール化80％ 総務部 発注のメール化75％


